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第 9 章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。  
（続紙 ２ ） 
 







































 氏 名  松 本  和 宏 
ント毎にある水位観測所における計算流量の精度が良好なパラメータセットが他の水位観
測所でも良好とは限らないために、優先したい内容に応じたパラメータセットの選定が解
析者に委ねられることが示された。組み合わせ最適化では、複数の水位観測所と複数の洪
水イベントについて、流量を複数のグループに分けて計算する場合に、精度についての条
件を満足するために必要な少数のパラメータセットを明確にできる一方、進行中の洪水イ
ベントについては、得られた少数組みのパラメータセットのどれが適しているかを事前に
明確にすることが難しいことが示された。 
なお、組み合わせ最適化に関する最適化事例は、複数のケースをバランスよく説明する
ための計算機シミュレーションのパラメータセットの推定についての問題設定と一般的に
捉えることができ、流出解析分野に限らず、計算機シミュレーション全般において分野を
超えて参考にできる可能性が高い。 
このように、本論文で論述している、分布型流出モデルのパラメータ推定についての数
理最適化の計算手順と結果は、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本
論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和元年６月２６日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
